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◇今回の「とびら」は，北海道支部長の坂入正敏先生にご執筆
いただきました．新型コロナウイルス感染症の拡大により北
海道教育大学での現地開催が実現できなかった 2020年第 80

回分析化学討論会からすでに 5年が経ちました．“コロナ禍
は遠い過去のもの”と感じるようになった方も多いのではな
いでしょうか．今年は秋の札幌で，研究と食について活発な
議論を交わしましょう．
◇入門講座では，ガスクロマトグラフィー（GC）におけるゴー
ストピーク対策についてご寄稿いただきました．GCの装置
構成や基本原理から，ゴーストピークの原因とその対策に至
るまで，非常に詳しく解説されています．特に，ゴースト
ピークの原因を特定するためのワークフローは大いに役立ち
そうで，大変参考になります．
◇昨年 2月，筆者が住むさいたま市では大雪が降り，自宅の庭
のミモザの木がボキっと折れてしまいました．2024～2025

年の冬は厳しい寒さが予想されていますが，この記事を書い
ている 2月中旬まではさいたま市では雪は降っていません．
昨年折れたミモザは，その後元気に成長し，今年はたくさん
の花芽をつけて春の訪れを楽しみにさせてくれています．

 〔H. Y.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　　　

　AI技術とソリューションサービスで進化するラボ分析

　　  駒谷 慎太郎

〈入門講座〉　分析におけるコンタミ・キャリーオーバー対策

　ICP-MS分析における

　　コンタミネーション・メモリー効果対策

　　  中野 かずみ，朱 彦北，鹿籠 康行

〈講　　義〉

　日本薬局方における容量分析法による医薬品の

　　定量及び水分測定法について   稲垣 真輔

〈ミニファイル〉　分析用試薬

　深共晶溶媒   城田 秀明

〈話　　題〉

　単一細胞分析に基づくモノクローナル抗体取得の効率化

　　  鈴木 雅登
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